
1 

 

「播磨町いきる・そだつ・まもる・こどもの権利条例」（案）にかかる 

意見募集（パブリックコメント）実施結果について 

 

１ 意見募集期間 令和７年９月１６日（火）から１０月１５日（水）まで 

  

２ 閲  覧  場  所 

町ホームページ、播磨町役場第１庁舎（こども課）、播磨町中央公民館、 

各コミュニティセンター、土山駅南交流スペース（きっずなホール）  

 

３ 提  出  方  法 

窓口持参、郵送、ファクシミリ、電子メール、インターネットアンケートフォーム 

 

４ 意見提出数等 

提出方法 

人数 件数 

１７歳以下の

方 

１８歳以上の

方 

１７歳以下の

方 

１８歳以上の

方 

窓口持参 ０人 ０人 ０件 ０件 

郵送 ０人 ０人 ０件 ０件 

ファクシミリ ０人 ０人 ０件 ０件 

電子メール ０人 ０人 ０件 ０件 

インターネットアンケートフォーム ７６人 ２人 ７６件 ２件 

 

５ 町の考え方（区分） 

区分 
件数 

１７歳以下の方 １８歳以上の方 

Ａ：計画等に反映させるもの   

Ｂ：今後の施策・事業の参考とするもの １件 １件 

Ｃ：計画等に反映済のもの   

Ｄ：感想や質問など ７１件 １件 

Ｅ：計画等に反映できないもの ４件 
（内容の記載がなかったため） 
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６ 意見の概要  

【１８歳以上のご意見】 

番号 ご意見内容 ご意見に対する町の考え方 区分 

１ 

子ども用の権利条例がとても読みやす

かったので、そちらで読ませて頂きまし

た。とても分かりやすかったです。 

「０２ 権利ってなぁに？」 

遊ぶことは子どもの権利ですが、「勉強

など嫌な事はしない、好きな事だけして

生きていく」事は権利ではない事を、強

く伝えて欲しいです。それは、自分に責

任のある選択です。「宿題しない事は子

どもの権利だ！」とか、「宿題をしないの

が自分らしいのだ！」と、訳のわからない

事を、権利を勘違いして言い出す子が

出てくる事が心配です。将来、その選択

の責任を取るのは自分だと分かってい

るのかどうか。 

権利って難しいので、その深い意味を、

家庭や学校で伝え続けていけたらいい

な、と思います。 

こどもたちに保障されている遊ぶ権利

についてですが、遊ぶことがこどもたち

の成長発達の機会になること、社会性

を育む重要な機会であることが保障さ

れている考え方の根底にあります。 

今回のこども会議では、「自分のペース

で学びたい」「自分らしくいたい」という

意見が多くありました。 

権利については、個人がそれぞれに持っ

ているものであるため、自分の権利だけ

でなく、他人の権利も尊重する必要が

あります。 

「自分のペースで」が大切にされるのは

もちろんですが、もし人の権利を侵害す

るようなことがあれば、それは自分の権

利だけが尊重されるべきではないという

ことも併せて説明していく必要があると

思います。 

行政や学校だけで伝えるには限界があ

るので、家庭や地域のみなさまと一丸と

なって伝え続ける必要があるため、町か

らはわかりやすい方法でみなさまに伝え

ていけるよう努めてまいります。 

Ｂ 

２ 

第１８条３項について 

１８歳になる重度知的障害の子どもを

育てています。成人なので「こどもの権

利条例」に意見を言うのは少しズレてい

るのかも知れませんが、 

我が子は法区分上では成人ですが、社

会生活において常に大人の保護監督

や支援が必要な点においては「こど

も」、それも乳幼児と大差ありません。 

我が子やその同級生たちは、今年度で

放課後等デイサービスが使えなくなりま

すが、多くの保護者が子どもの夕方の

居場所について悩んでいると聞いてい

ます。正社員をパートに切り替えたり、あ

るいは仕事自体を諦めなくてはならな

い人もいるそうです。 

福祉サービス等については、国の制度

によるものが多いため、当町だけが単

独で取り組むというのは難しいように思

われますが、ご意見にある実情に寄り添

った支援がある社会に向かって、少しず

つでも寄り添った支援ができるよう努め

てまいります。 

Ｄ 
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既に就業している先輩の保護者様のケ

ースでは、お子様が２、３時間程度なら

留守番できると言うことで、事業所の送

迎の方がご厚意でそのお子様の自宅

の鍵を開けて部屋に入るまでをサポー

トしています。お母さんがお仕事から帰

る６時半まで、そのお子様はひとりでお

留守番しているのです。 

一応留守番できるということでこのよう

な形で利用されているそうですが、ご本

人も、お母さんも、事業所の送迎の方も

本当は不安だと思います。 

移動支援サービスなどもありますが、毎

日は難しかったり、子どもが移動を望ま

なかったり、実費がかかったりなどの理

由で、あまり目的に合ってないような気

がします。 

一般的に学童のサービスが小学生で

終了するのは、中学生にもなれば留守

番くらい出来るだろうという社会通念が

あるからだと思います。しかしこのような

社会通念は、知的障害の子どもには当

てはまりません。 

３歳で知的発達の止まった子どもは、死

ぬまで３歳の知能で生きていきます。 

だから１８歳に達し、法律的に子どもで

はなくなったということで放課後等デイ

サービスが使えなくなり、代替のサービ

スもないとなると、保護者は大変困って

しまいます。知的障害者の支援に関して

は、機械的に生活年齢で割り切るので

はなく、もっと実情に寄り添った支援が

ある社会になっていって欲しいと切に願

っております。 

 

【１７歳以下のご意見】 ※こども向けの回答にしています。 

番号
ばんごう

 ページ数
すう

 ご意見
いけん

内容
ないよう

 ご意見
いけん

に対
たい

する町
ちょう

の考
かんが

え方
かた

 区分
くぶん

 

１ ９ページ 

播磨町
はりまちょう

が取
と

り組
く

むことの「子供
こども

の

権利
けんり

が守
まも

られてないと思
おも

ったとき

に、子
こ

どもたちが相談
そうだん

できるとこ

こどもたちの相談
そうだん

ができる場所
ばしょ

に

ついては、場所
ばしょ

をどこにするかは

考
かんが

え中
ちゅう

です。みなさんが近
ちか

い

Ｂ 
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ろを作
つく

ります。」について相談
そうだん

する

時
とき

、親
おや

についてきてほしくない子
こ

もいると思
おも

います。なので播磨
はりま

小学校
しょうがっこう

校区
こうく

に１件
けん

、蓮池
はすいけ

小学校
しょうがっこう

校区
こうく

に１件
けん

、播磨南
はりまみなみ

小学校
しょうがっこう

校区
こうく

に１件
けん

、播磨西
はりまにし

小学校
しょうがっこう

校区
こうく

に１件
けん

というように作
つく

ったほうがいいと

思
おも

います。 

場所
ばしょ

で相談
そうだん

できる方
ほう

がいいと思
おも

いますので、もらった意見
いけん

を参考
さんこう

に考
かんが

えます。 

相談
そうだん

できるところができたら、町
ちょう

のホームページや広報
こうほう

「はりま」

で案内
あんない

します。 

２ ９ページ 

「播磨町
はりまちょう

に取
と

り組
く

むこと播磨町
はりまちょう

が

取
と

り組
く

んでいる子供
こども

に関
かん

すること

に、意見
いけん

を言
い

える機会
きかい

を持
も

ちま

す」誰
だれ

が誰
だれ

にいつどこでやるのか

具体的
ぐたいてき

に教
おし

えてほしい。 

今
いま

、小学生
しょうがくせい

と中学生
ちゅうがくせい

が町
ちょう

の取
と

り

組
く

みに意見
いけん

を言
い

える機会
きかい

として

は、小学生
しょうがくせい

議会
ぎかい

と中学生
ちゅうがくせい

議会
ぎかい

が

あります。 

また、今回
こんかい

は、このルール（条例
じょうれい

）

を作
つく

るために「こども会議
かいぎ

」の

委員
いいん

を広報
こうほう

「はりま」やホームペ

ージで募集
ぼしゅう

しました。 

今後
こんご

も、こどもに関
かん

する町
ちょう

の取
と

り

組
く

みに意見
いけん

を言
い

える場
ば

があるとき

には、広報
こうほう

「はりま」やホームペー

ジで募集
ぼしゅう

します。 

Ｄ 

３ すべて 

名前
なまえ

、住所
じゅうしょ

、電話番号
でんわばんごう

、メールアド

レスまで、もろ個人
こじん

情報
じょうほう

を小学生
しょうがくせい

に求
もと

めるのはおかしくないのか？

宿題
しゅくだい

と聞
き

いたので記入
きにゅう

させたが

疑問
ぎもん

が残
のこ

る。 

こどもたちに自分
じぶん

たちにもけんり

があることを知
し

ってもらいたくて、

町立
ちょうりつ

小中学校
しょうちゅうがっこう

におねがいをし

て、みなさんが見
み

られるようにして

もらいました。 

町
ちょう

からみなさんへの説明
せつめい

がわか

りにくかったために、「宿題
しゅくだい

」にな

ってしまったのだと思
おも

います。これ

からは、みなさんにわかりやすく

説明
せつめい

ができるようにとりくみたい

と思
おも

います。 

Ｄ 
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●「はりま町
ちょう

いきる・そだつ・まもる・こどものけんり条例
じょうれい

（案
あん

）～こども向
む

け～」を読
よ

んでの

意見
いけん

・感想
かんそう

・お願
ねが

いしたいことなど 

ページ数
すう

 意見
いけん

・感想
かんそう

・お願
ねが

いしたいこと など 

１ページ 

０〜１７歳
さい

が子供
こども

ということについて今
いま

は、私
わたし

も子供
こども

だけれどももうすぐで「守
まも

られる側
がわ

から、守
まも

る側
がわ

にならないとだめだな。」と、思
おも

いました。 

私
わたし

は、全員
ぜんいん

子供
こども

だと思
おも

いました。なぜかというと、親
おや

がいるので全員
ぜんいん

子供
こども

です。 

２ページ 

ルールを守
まも

るということが大事
だいじ

だと思
おも

いました。 

快適
かいてき

について、僕
ぼく

は、平和
へいわ

のように思
おも

います。 

危険
きけん

なことや悲
かな

しいことがあったときも、自分
じぶん

という個性
こせい

が尊重
そんちょう

され、心
こころ

の安全
あんぜん

が守
まも

ら

れながら、快適
かいてき

に、安心
あんしん

して幸
しあわ

せに生
い

きたいと思
おも

うという 考
かんが

えについて、わたしも危険
きけん

なことがあったときでも１人
ひとり

１人
ひとり

がが安全
あんぜん

がで守
まも

がられながら生
い

がきれたらいと思
おも

がいました。み

んなが守
まも

られていたらみんな幸
しあわ

せに安全
あんぜん

に生
い

きていけると思
おも

ったからです。 

幸
しあわ

がせに生
い

がきたいというのについて、私
わたし

がは、文章
ぶんしょう

がのとうり、よく食
た

がべよく寝
ね

がて、自分
じぶん

がらしく

いたいなと、思
おも

います。 

上
うえ

から１３行
ぎょう

目
め

の「私
わたし

たち〜難
むずか

しくなります。」の文章
ぶんしょう

が、特
とく

に共感
きょうかん

しました。 

町内
ちょうない

にいるかの質問
しつもん

について、私
わたし

は安心性
あんしんせい

のあるものだと思
おも

います。 

３ページ 

「けんりを尊重
そんちょう

する」ことについて、僕
ぼく

は、みんなのことをよく知
し

ることが大切
たいせつ

だと思
おも

いま

した。 

「こどもの権利
けんり

が」について、私
わたし

がたちの意見
いけん

がや声
こえ

がをしっかり聞
き

がかれることはとても大事
だいじ

がだ

と 考
かんが

えています。という文
ぶん

にとても共感
きょうかん

しました。 

「誰
だれ

一人
ひとり

取
と

り残
のこ

されない街
まち

になってほしいです。」について、私
わたし

は、とても素敵
すてき

な文
ぶん

だと

思
おも

いました。 

「日々
ひび

がの生活
せいかつ

がの中
なか

がで、もっと自分
じぶん

がの意見
いけん

がを聴
き

がいてほしい、もっと受
う

がけ止
と

がめてほしい、もっ

と認
みと

がめてほしいと感
かん

がじています。また、もっと自由
じゆう

がに、もっと学
まな

がびたい、もっと自分
じぶん

がらしくい

たいと感
かん

がじたりしています」という文章
ぶんしょう

がに、僕
ぼく

がはとても共感
きょうかん

がしました。自分
じぶん

がの本当
ほんとう

がの

意見
いけん

を言
い

い合
あ

えるように大人
おとな

たちに自分
じぶん

の意見
いけん

を受
う

け止
と

めてほしいです。 

こどもたちの想
おも

いについてとても想
おも

いが文章
ぶんしょう

にあらわれてていいと思
おも

います。 

こどもの権利
けんり

があるというところがいいとおもいます 

どんな理由
りゆう

があっても差別
さべつ

をしないで人
ひと

として大切
たいせつ

にします、というところがとてもいい

と思
おも

いました。なぜかというと、僕
ぼく

も人
ひと

はみんな平等
びょうどう

だと思
おも

うからです。 

みんながもっている権利
けんり

がについて僕
ぼく

がは権利
けんり

がにはいろいろな種類
しゅるい

ががあって、どの権利
けんり

がも

大切
たいせつ

なもののように思
おも

います。  
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権利
けんり

について、僕
ぼく

もみんなも差別
さべつ

なく自分
じぶん

らしく生
い

きていけたらいいなと思
おも

います。 

子供
こども

を思
おも

い‐前文
ぜんぶん

①－について、私
わたし

は自分
じぶん

らしく生
い

きていいんだ！と思
おも

いました 

子供
こども

達
たち

の思
おも

いについて私
わたし

は、自分
じぶん

も思
おも

っていたし、差別
さべつ

がだめな事
こと

や、尊重
そんちょう

の意味
いみ

も

学
まな

べた。 

前文
ぜんぶん

がののみんなが快適
かいてき

がにすごせるような（安心
あんしん

が）街
まち

がを作
つく

がりたいのとこで、ぼくは、権利
けんり

というものは、みんなにまもってほしいと思
おも

いました。 

差別
さべつ

について、私
わたし

は、差別
さべつ

をなくすために外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

の交流
こうりゅう

を施設
しせつ

などを使
つか

って

増
ふ

やした方
ほう

がいいと思
おも

います。 

説明
せつめい

について、僕
ぼく

は、大切
たいせつ

なことだなととも思
おも

います。自分
じぶん

自身
じしん

の気持
きも

ちでいきていく

のは、人
ひと

として１番
ばん

大切
たいせつ

な事
こと

だと思
おも

いました。 

３ページ

～ 

５ページ 

私
わたし

も同感
どうかん

します。私達
わたしたち

子
こ

どもは、大人
おとな

に支配
しはい

されていると思
おも

います。支配
しはい

されることで

自分
じぶん

の意見
いけん

を言
い

いにくく結果的
けっかてき

、子
こ

どもは辛
つら

く大人
おとな

は思
おも

い通
どお

りになります。 

やりたくない・やめたい・やすみたい・やりたい・やってみたい・やる。子
こ

がどもたちのたくさ

んの「や」を聞
き

がいてあるることで少
すこ

がしでも子
こ

がどもが素直
すなお

がに喋
しゃべ

がれて気
き

がが楽
らく

がになるとおも

います。この子
こ

がどもの権利
けんり

がをみんなに伝
つた

がえることで、みんながわかってくれて、意見
いけん

がを言
い

いやすい環境
かんきょう

になると思
おも

います。だから一人
ひとり

ひとりの意見
いけん

を聞
き

いてくれて尊重
そんちょう

してくれ

ることが大切
たいせつ

だと思
おも

います。 

４ページ 

「子
こ

どもの権利
けんり

」で、僕
ぼく

は、してもいいこと、してもらえること、しなくてもいいこと、が子
こ

ど

もの権利
けんり

条約
じょうやく

について大事
だいじ

だと思
おも

いました。だから子
こ

どもの権利
けんり

も大事
だいじ

だなと改
あらた

めて

知
し

りました。 

「将来
しょうらい

がのこどもたちのために、こどもの権利
けんり

がが守
まも

がられる播磨町
はりまちょう

がになってほしいという願
ねが

いを込
こ

めて」のところについて僕
ぼく

も同
おな

じように思
おも

います。 

私達
わたしたち

の声
こえ

もしっかりと聴
き

かれることも大事
だいじ

だということについて、私
わたし

は賛成
さんせい

です。地域
ちいき

みんなの意見
いけん

を聴
き

くということはとても大切
たいせつ

だと思
おも

います。大人
おとな

の人
ひと

の声
こえ

も、子供
こども

の声
こえ

もしっかりと聴
き

かれて地域
ちいき

みんなが納得
なっとく

した決断
けつだん

ができるように一人一人
ひとりひとり

の声
こえ

をしっ

かりと受
う

け取
と

ってそれがすべて合
あ

わさった時
とき

に、良
よ

い地域
ちいき

になり、団結力
だんけつりょく

が生
う

まれて、

みんなで支
ささ

えていけるように、子供
こども

の声
こえ

の隅々
すみずみ

まで聴
き

かれるということが大切
たいせつ

だと思
おも

いました。 

子供
こども

達
たち

の想
おも

い－前文
ぜんぶん

②について、私
わたし

も将来
しょうらい

の子供
こども

達
たち

のために子供
こども

の権利
けんり

が守
まも

られ

る播磨町
はりまちょう

でなってほしいと思
おも

います。 

５ページ 「遊
あそ

ぶ権利
けんり

」があって、実際
じっさい

に小学生
しょうがくせい

が体
からだ

を動
うご

かせる場所
ばしょ

が少
すく

ないと思
おも

います。 
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（子供
こども

がって何歳
なんさい

がまで？）について読
よ

がみ、１７才
さい

がまでのうちに、自分
じぶん

がで頑張
がんば

がり、助
たす

がけ合
あ

がいな

がら大
おお

きく成長
せいちょう

したいとお思
おも

いました。 

けんりのはなしについてすごいとおもいます。 

こどもの権利
けんり

をまもるためのポイントについて、特
とく

に１のどんな理由
りゆう

があっても差別
さべつ

をし

ないで、人
ひと

として大切
たいせつ

にします。と５の一人
ひとり

ひとりにあった支援
しえん

をします。は、重要
じゅうよう

だと思
おも

います。人
ひと

がは、自分
じぶん

がの知識
ちしき

がや経験
けいけん

がから物事
ものごと

がを捉
とら

がえるので、固定
こてい

概念
がいねん

がによる偏
かたよ

がった物
もの

がの

見方
みかた

がになったり、先入観
せんにゅうかん

がによる決
き

がめつけで、人
ひと

がを傷
きず

がつけない社会
しゃかい

がになって欲
ほ

がしいと願
ねが

います。 

みんなが生
う

まれたときからもっていることについて、私
わたし

はそうなんだ～と思
おも

いました 

権利
けんり

がってなあに？について、しなくてもいいことのところに、僕
ぼく

がは「友達
ともだち

がにぼうりょくをふ

らない」も入
い

れたらいいと思
おも

います。 

権利
けんり

がってなあに？の「しなくていいこと」の危
あぶ

がないことを無理
むり

がにしなくていいで、どんな

危
あぶ

ないことを無理
むり

にいいんですか。 

大人
おとな

が守
まも

ってくれるというところで安心
あんしん

した！ 

してもいいこと、しなくてもいいことを守
まも

ったら、いい街
まち

になると思
おも

います 

６ページ 

（どんな理由
りゆう

ががあっても差別
さべつ

がをしないで人
ひと

がとして大切
たいせつ

がにします。）を読
よ

がみ、どんな人
ひと

がにも

大切
たいせつ

にしようと思
おも

いました。 

２子供
こども

がにとって１番
ばん

がよいことは何
なに

がか、１番
ばん

がに 考
かんが

がえます。で、私
わたし

がはいいと思
おも

がいます。理由
りゆう

は、子供
こども

の意見
いけん

を尊重
そんちょう

し、安心
あんしん

するからです。 

権利
けんり

のところについて、私
わたし

はとても難
むずか

しいと思
おも

います。 

子供
こども

がの権利
けんり

がを守
まも

がるためのポイントの「５．一人一人
ひとりひとり

がに合
あ

がった支援
しえん

が」について、私
わたし

がはたと

え一人一人
ひとりひとり

がに合
あ

がう支援
しえん

がだったとしてもあからさまな特別
とくべつ

対応
たいおう

がは良
よ

がくないと思
おも

がいます。

（その特別
とくべつ

対応
たいおう

がのせいで自分
じぶん

がは普通
ふつう

がじゃないと病
や

がんだ子
こ

がや、いじられて嫌
いや

がな思
おも

がいをし

た子
こ

もいると聞
き

く為
ため

） 

子供
こども

の権利
けんり

がこんなにあるなんて安心
あんしん

しました、遊
あそ

ぶ権利
けんり

があるなんて初
はじ

めて知
し

って、

びっくりしました。こうやって見
み

てみるとたくさんの権利
けんり

に守
まも

られているんだなと思
おも

って嬉
うれ

しいです。播磨町
はりまちょう

にすんでいてよかったです 

こどもの意見
いけん

を聞
き

き、その意見
いけん

を大切
たいせつ

にします。について、僕
ぼく

はよく「こどもだから」とあ

まり意見
いけん

を聞
き

いてもらえないことがあるので、大事
だいじ

なことは話
はなし

を聞
き

いてほしいと思
おも

いま

す。 

権利
けんり

って何
なに

？について，私
わたし

はしてもいいこと悪
わる

いことについて、私
わたし

は、本当
ほんとう

にそうだな

～と思
おも

いました。 
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 子供
こども

って何歳
なんさい

までという所
しょ

に興味
きょうみ

を持
も

って僕
ぼく

は「子
こ

どもは何歳
なんさい

までで大人
おとな

は何歳
なんさい

でな

るんだろう？」と分
わ

からなかったから６ページでそうなんだ！？と思
おも

った。 

６ページ

～ 

７ページ 

私
わたし

がは、年齢
ねんれい

がの差別
さべつ

がや、自分
じぶん

がの権利
けんり

がを人
ひと

がに押
お

がし付
つ

がけることは、その人
ひと

がにも迷惑
めいわく

ががかかる

し、自分
じぶん

の権利
けんり

を使
つか

える自由
じゆう

がなくなると思
おも

います。 

７ページ 

０４ー２自分
じぶん

がらしく育
そだ

がつ権利
けんり

がについて僕
ぼく

がはこのように思
おも

がいます。子
こ

がどもたちのだれもが、

のびのびと遊
あそ

がべる場所
ばしょ

ががもう少
すこ

がしあってもいいのではないかと思
おも

がいます。たとえば、ボ

ール遊
あそ

がびができるなど。ルールをしっかり決
き

がめてキケンな行動
こうどう

ががないように一人
ひとり

がひとり

が注意
ちゅうい

すれば、できないことではないと思
おも

います。 

４について、じぶんのおもいをだれに伝
つた

えたらいいですか？公園
こうえん

で野球
やきゅう

をできる公園
こうえん

が

少
すく

ないです。 

どんな理由
りゆう

があっても差別
さべつ

しないのところがみんな仲良
なかよ

くなれる行動
こうどう

だと思
おも

います 

自分
じぶん

が守
まも

られる権利
けんり

について、私
わたし

は、困
こま

ったことや嫌
いや

なことがあってもいつでも助
たす

けて

くれる人
ひと

がいたり、助
たす

けてくれる場所
ばしょ

があると安心
あんしん

できるなと思
おも

いました。 

自分
じぶん

がらしく育
そだ

がつ権利
けんり

がについて、私
わたし

がは、とてもいいと思
おも

がいました。理由
りゆう

がは、人
ひと

がは、それぞれ

違
ちが

うところがあって自分
じぶん

の個性
こせい

があるのでいいとおもいました。 

播磨町
はりまちょう

がで大切
たいせつ

がにする４つの権利
けんり

がについて、町
ちょう

全体
ぜんたい

がで子
こ

がどもを守
まも

がってくれている内容
ないよう

がだ

と思
おも

いました。 

「自分
じぶん

がらしく育
そだ

がつ権利
けんり

が」について、私
わたし

がは他
ほか

がの人
ひと

がと違
ちが

がっても、自分
じぶん

がらしく生
い

がきようと思
おも

がいま

した。 

８ページ 

安心
あんしん

して生
い

きる権利
けんり

について、私
わたし

は一番
いちばん

守
まも

らないといけないと思
おも

いました。 

大人
おとな

がの役割
やくわり

がです。について、 私
わたし

がは大人
おとな

がが自分
じぶん

がたちの権利
けんり

がを守
まも

がってくれていることが

安心
あんしん

できるように思
おも

います。 

播磨町
はりまちょう

がで大切
たいせつ

がにする４つの権利
けんり

がについては僕
ぼく

がは、どれも大切
たいせつ

がだと思
おも

がいました、広
ひろ

がめて

行
い

きたいです。 

播磨町
はりまちょう

の４つの権利
けんり

の中
なか

の「意見
いけん

を表
あらわ

し、参加
さんか

する権利
けんり

」について、自分
じぶん

の気持
きも

ちや

意見
いけん

を自由
じゆう

に表
あらわ

す事
こと

ができ、他
ほか

の人
ひと

と意見
いけん

が違
ちが

った時
とき

にそれはその人
ひと

の考
かんが

えとして

受
う

け入
い

れ、お互
おたが

いを尊重
そんちょう

する事
こと

は大切
たいせつ

だと思
おも

います。そういう意見
いけん

交換
こうかん

できる場
ば

があ

ればいいなと思
おも

います。 

僕
ぼく

はみんな１人
ひとり

１人
ひとり

の子供
こども

を大人
おとな

が守
まも

ってくれているように思
おも

いました。だから、

播磨町
はりまちょう

に住
す

んでよかったです。 

１０ページ 大人
おとな

が取
と

り組
く

むところについて、僕
ぼく

はもっと具体的
ぐたいてき

に書
か

いたら良
よ

いと思
おも

います。 

ページ どれも大事
だいじ

だと思
おも

う 
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指定
してい

なし まとめページの意見
いけん

に同意
どうい

します。 

私
わたし

ががこうしてほしい、やめてほしいなどの意見
いけん

ががあっても、言
い

がいららかったり言
い

がえない

ことがあるけど、９ページのこどもの権利
けんり

がは大人
おとな

がが守
まも

がるという条約
じょうやく

がができて、 私
わたし

以外
いがい

の同
おな

じように感
かん

じている人
ひと

が生
い

きやすくなったらいいなとおもいました。 

全
すべ

て同感
どうかん

です。 

特
とく

にありません（３件
けん

）、特
とく

になし（２件
けん

） 

分
わ

かりません。 

文章
ぶんしょう

が長
なが

すぎて意味
いみ

がわかりませんでした。 

良
よ

いと思
おも

います。 

 

たくさんの意見
いけん

・質問
しつもん

・感想
かんそう

・お願
ねが

いしたいことなどをありがとうございました。日
ひ

にちが過
す

ぎてからも、意見
いけん

を出
だ

してくれた人
ひと

もいましたが、提出
ていしゅつ

期限
き る ん

の日
ひ

にちが過
す

ぎていたため、今回
こんかい

は意見
いけん

の中
なか

に入
い

れることができませんでした。せっかく出
だ

してくれたのにごめんなさい。 

今回
こんかい

は、ルール（条例
じょうれい

）で修正
しゅうせい

した方
ほう

がよいことやこれからの参考
さんこう

にさせてもらう意見
いけん

や

質問
しつもん

について回答
かいとう

しました。それ以外
い が い

にも出
だ

してもらった意見
いけん

や感想
かんそう

については、これからこ

のルール（条例
じょうれい

）を広
ひろ

めていくときの参考
さんこう

にさせてもらいます。 

また、今回
こんかい

は、「～してほしい」というお願
ねが

いを聞
き

く場
ば

ではなかったので、一人
ひとり

ひとりにはお

返事
へんじ

はしませんが、これから先
さき

、みなさんのお願
ねが

いを聞
き

く場
ば

があったときには、ぜひ意見
いけん

をき

かせてもらいたいと思
おも

います。 

 


